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既存技術の紹介

当研究室における取組み

まとめ

身の回りの3次元データ
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3次元データの急激な需要増

製造現場･地理システム･映画やテレビ･
ゲーム･文化財保存などにおける3次元

データの利用は拡大の一途

モデリングの効率化･自動化

･3DCGモデラ一による効率化

-2次元におけるお絵かきソフトに相当



3次元画像計潤の主な仕組み

･パッシブなシステム
宙 入力は廟億.のみ

宙不安定
宙蔭なヨ次元復元点

･アクティブなシステム_ C] …買 軍 Eb誌

⑳安定かつ高精度

額面なヨ次元復元点
昏畠田かつ.かさ-ぼる

既存3次元スキャナの間層点

･高 価(数 百 万 - 数 千 万 〕
･重し､･大きい〔デス卦タフPCサ イ1-)
･扱 い郎党 しい 〔襖連 な装 置 ､設 定 )
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モデリングの効率化･自動化

I3次元CGモデラ-I=よる謝宰化

-2次元にお.けるペインB-ソフトに相当

↓
･3次元計割t3Dスキャナ)による自動化
-デ苧タJL,カメラに相当

求められる新しし唱次元スキャナ

･軽し､〔手車劉こ持ち運べる)

･簡単(誰でも扱える〕

･･安イ副E-デオカメラく曳 11

パッシブf:iシステムをアクティブシステム
へ導入できJ乱1か?

機械装置のソフトウェアによる置換え

にヨハンドヘルド型3次元スキャナ



ハンドへ｣L/ド型コ次元スキャナ

屯噸:械制甜]が不要

団栗帯性に憧nTいる

¢ンユTム早処I書が･蒜詣宙簡単fd:シュテム

∈井吉富Ij■-■･･還し-1苗･アJLJjlリズムl=clる精度向上

ハンドへ｣L/ド型コ次元スキャナ

シュテムや処王≡帥■1複雑
田カメラか12台以上止要

田LJ-廿のキャリjlLJ-ションhl1必要

皿
醍決方法

gJ]メラ壱1台r=

田画像pt一見でのキャリゴLJ-ション
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ハンドへ｣L/ド型コ次元スキャナ

嘲捷械制御か不要

〔到篤帯性l=憧nTいる

駐ノステムや処王軸 ■1複雑

芭精度が低い
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より簡易なアクティブ3次元計測へ

･もっと短時間で

･もっと高精度に

計測手順

1_対応点を得る

↓
2_対応点の視差を使って､形状復元

且
3_1-2を繰り返して広い範囲を計測+精
度向上
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カメラ.プロジェクタの自己校正
･入力:内部パラメータ

2枚のインデックス画像

○-● ′ヽ -

3次元形状 軒 千,.iFI.- 1,'も1ーJ
l 『 E 】

盟方向 は方向



丁 ｡ ジ =日 を自由r=動■かせる
二ヒによる拡張

ビム.‥ユキ巾ンlこclる広範囲計割

複数回ユキ巾ンl=clる精度向上

同時頓:元手法
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特徴
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プロジェクタを自由に動かせる
ことによる拡張

ピボットスキャンによる広範囲計測

複数回スキャンによる精度向上

同時復元手法

精度向上結果2

I臥-.欝 鳩 一.,-｣ 賢 一.1
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プロジェクタを自由に動かせる
ことによる拡張

ピボットスキャンによる広範囲計測

複数回スキャンによる精度向上

同時復元手法

同時復元結果1



LiveDemo

産苧連接について

･3次元復元ライブラIJの提供〔注11
-既存のシステムに臨単に]次元計測モデュール
を組み込むことが畠来ます

･3;先元データ処才幹 イプラJJの提供〔琵剖

一形状統合を高速に実現します
一穴を嘉遠に埋めます
l故の画像からの･諺:抗復元 (注23

-頑健なアルゴI.Fズムr=よLJ簡易に改元Lます
〔注n真京大孝より特許出短
〔注21)埼玉先学より指南=出邑
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3次元スキャンの今晩

リアルタイム化〔3Dテレビ】

-ディスプレイはある程度出来るようになった

一伝送量の閃頓

データのインタラクティブ利用

-スキャンしたf='叶のデータでは利用法は限定

インターネットでa)利用

I3託元コンテンツの有効P)用


